
01 統合医療のための漢方医学研修プログラムについて
臨床で使える漢方・四診・接触鍼・医療連携を、1つの学びにまとめたプログラム

統合医療のための漢方医学研修プログラム

医師向け・鍼灸師向け

現代医療と統合して、
漢方薬と鍼灸を併用するための
知識と技術を学ぶ。
広島大学病院漢方診療センターの講師陣から、オンデマンド講義と
対面実技を通じて学べる教育プログラムです。

学べる中核

四診を軸に、所見の取り方・評価・治療のつなぎ方が分かる

接触鍼を含む低侵襲の実技を、症例ベースで学べる

医師と鍼灸師が連携しやすい共通言語と記録の視点が身につく

医鍼連携が必要となる背景

講師陣は広島大学漢方診療センタースタッフ

•がん関連倦怠感など西洋医学のみでは対応

が難しい症状や患者の増加

•安全で低侵襲な補完医療への期待

•医師と鍼灸師の共通言語不足（教育制度）

•臨床研究に基づく統合医療教育の不足



02 このセミナーが選ばれる 3 つの理由
研究や論文の話だけで終わらず、臨床と連携に落ちる設計になっている

統合医療のための漢方医学研修プログラム

理由 1
臨床現場から逆算

症例を交えて所見の取り方、
評価、治療方法を解説。漢方
薬と鍼灸を併用する意味まで
学べます。

症例ベース

理由 2
共通言語ができる

医師は鍼灸を紹介できる判断
力を、鍼灸師は医療連携で必
要な記録・共有の視点を獲得
できます。

病鍼連携

理由 3
実技で身体化できる

接触鍼を中心に、脈診・腹診
・切診まで対面で反復。動画
だけでは身につきにくい部分
を補えます。

接触鍼実技

広島大学病院漢方診療センターは、日本東洋医学会の指定教育病院であり、医師の専門医取得支援に加え、鍼灸師教育にも取り組んでいます。
研究面でも、現代医学と協力しながらエビデンスに基づく漢方・鍼灸の実証を進めています。

エビデンスベースの
統合医療の実践モデル

臨床現場で使える接触鍼
（CNT）の標準プロトコル

認定鍼灸師は医療連携
ネットワークに参加



03 医師向けセミナーのポイント
「鍼灸を知る」ではなく、「患者に提案できる選択肢として使える」ようになる

統合医療のための漢方医学研修プログラム

慢性疼痛、MUS、漢方薬単独では届ききらない症状
に。
このプログラムは、医師が鍼灸を“安心して併用・
紹介できる”ための基礎を、
四診と症例ベースで身につける講座です。

セミナーで習得できること

漢方と鍼灸を同じ診療文脈で理解し、適応を判断できる

接触鍼など低侵襲の実際を知り、患者へ説明しやすくなる

信頼できる鍼灸師との連携イメージが具体化する

指定教育病院の現場感を持った講師陣から学べる

「鍼灸を学ぶ」ではなく、
「患者に提案できる選択肢
として理解する」。

漢方と鍼灸の併用を、現場
で使える判断力へ。



04 こんな鍼灸師（学生）にお勧めします。
病院志向にも、開業連携志向にも、接触鍼の深化にも応える

統合医療のための漢方医学研修プログラム

病院で働きたい

大学病院で求められる知識と手技を、ただ知るだ
けでなく“通用する形”で学ぶ。

広島大学病院の鍼灸師研修生では、本プログラム
への参加が必須。

病院勤務を目指すなら、学びそのものがキャリア
の入口になります。

漢方外来・鍼灸外来の見学、診療サポートの視点が得られる
接触鍼法を中心とした実技研修へつながる
医療連携や記録・報告の感覚が身につく

開業連携・接触鍼を深めたい

所見の取り方、評価、接触鍼の手の作り方まで反
復して学べるので、「独学では曖昧だった部分」
が臨床で再現可能になります。

紹介・逆紹介を意識した共通言語づくりにもつな
がります。

少人数の実技練習会で、接触鍼を中心に反復できる
医師とつながる際に必要な説明力・症例の見立てが磨かれる
修了認定や医療連携講座まで視野に入れられる

認定鍼灸師の連携（院内）

医師→漢方専門医→認定鍼灸師
認定鍼灸師の連携（院外）

病院・クリニック（漢方専門医）→鍼灸院（認定鍼灸師）

認定鍼灸師制度
本研修プログラム修了後、臨床能力と医療連携能力の審査に合格した鍼灸師
診療記録（SOAP）、症例発表、基礎医学、医療面接、臨床技術審査を総合評価

認定鍼灸師として医師・漢方専門医と共通言語で症例を共有する
病院・クリニックとの病鍼連携（統合医療）を担う（上記のように院内、院外）



04-1 認定鍼灸師の活躍の場
病院志向にも、開業連携志向にも、全国で活躍できます。

統合医療のための漢方医学研修プログラム

開業連携（石川・二十人坂鍼灸院）

金沢市で開業している「二十人坂鍼灸院」は漢方外来を開設する
二ツ屋病院の連携鍼灸院として紹介患者の施術を行っています。

石川・二ツ屋病院

公立松任中央病院が敷地内に附属鍼灸院「倉光鍼灸院」を開設。
連携鍼灸師が、漢方外来、一般外来との連携を行っています。

病院内で働きたい（石川・倉光鍼灸院）

石川・公立松任中央病院

認定鍼灸師の連携（院外）
病院・クリニック（漢方専門医）

→開業鍼灸院（認定鍼灸師）

認定鍼灸師の連携（院内）
医師→漢方専門医→認定鍼灸師

シムラ病院に隣接して附属鍼灸院「セラピア」を開設し、外来患
者への施術と入院患者、附属施設への往診を行っています。

病院内で働きたい（広島・セラピア）

認定鍼灸師の連携（院内）
医師→漢方専門医→認定鍼灸師

広島・シムラ病院

広島大学病院内で他科医師から漢方医、鍼灸師への院内紹介を開
始し、外来患者と緩和ケア病棟入院患者への施術を行っています。

病院内で働きたい（広島・広島大学病院）

認定鍼灸師の連携（院内）
医師→漢方専門医→認定鍼灸師

広島・広島大学病院



05 医師・鍼灸師・薬剤師など資格ごとのコース設定
興味を“行動”に変えるため、対象別コースと申込先を一目で整理

統合医療のための漢方医学研修プログラム

医師

132,000円
学生 66,000円

必修：経方理論[
四診鍼灸]・漢方

古典

鍼灸師

165,000円
学生 82,500円
（認定試験料込）

必修：経方理論・
経方実技・漢方古

典

薬剤師

93,500円
学生 66,000円

必修：漢方古典・
漢方薬講座

修了生

66,000円
認定生 33,000円

学び直し・継続受
講向け

月額型

11,000円
/月

実技な
し・症
例検討
会あり

現代医療と統合できる漢方・鍼灸を、
「理論」「実技」「連携」の3層で学ぶ。

それが、このセミナーの価値です。

各種リンク 申込QRコード

申込ページ: kampo-inc.co.jp/kampo-seminar/ ｜ お問い合わせ: kampo.inc.hiroshima.university@gmail.com
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